












































































































































 5 2018年度の平和学特別演習「ヒロシマ」の事前リポ トーにおいて、ある受講生が、受講
動機について「国際政治や核不拡散といったテーマを巡る議論において、抽象的な概念や権
力装置としての核兵器が扱われる一方で、『原爆の矛先に在る個人』は捨象され、『歴史・文化・
96
　「隣人」と「非隣人」をわける自己正当化のわなにとらわれることなく、隣人
の痛みを痛みとして感じたいという動機＝「愛」を育てることを、キリスト教
主義学校における平和教育の目標と受け止めて、これからも学生たちとともに
学ぶものでありたいと思います。
共同体を徹底的に破壊する兵器』としての『核』を観念することはできない」ことに問題意識
を持ち、「『原爆の矛先に在る個人』の視座を得たい」と述べてくれた意見が印象的であった（「」
内は筆者による要約）。
